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リサイクル可能な原料でリサイクル可能な多孔体を合成 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

2022年度は研究計画書に従って展開しているリサイクルに関する研究に加え、本研究により得ら

れた特徴あるゼオライトは応用面においても有用であることがわかってきており、触媒や吸着材とし

ての性能評価も行った。これまで検討していた光反応性有機分子について、新たにゼオライトが合

成可能であることを見出すとともに、同様の機構で光重合、光開裂が可能な種々の分子をベースと

した有機構造規定剤を合成した。層状ケイ酸塩は層間架橋により 3次元細孔を有する構造を形成

可能であることが知られているが、架橋金属が層内に入る、欠陥からマイグレートしたシリケート種

が層間を架橋してしまう、といった課題があった。これに対して、あらかじめ層状ケイ酸塩を処理す

ることで、層間を架橋する原子の状態が変化することを示した。また、合成後のゼオライトの組成を

チューニングするためには、ゼオライト骨格そのものを保った状態で、特定の原子を脱離させ、さら

に脱離した化学種が細孔内を拡散する必要がある。これまで骨格から脱離した Al種などはゼオラ

イトの中でも小さな細孔（酸素 8員環からなる小細孔）は通らないとされてきたが、細孔が一部開裂

することで細孔径が拡大し通過可能となることが分かっている 1)。さらに、ゼオライトに対する骨格

再構築処理が、種々の特性を変化させることを見出した。具体的には、NOxの選択還元 1)や

Methanol-to-olefins反応 2, 3)、CO2水素化などの触媒反応をプローブとして、活性の変化が見られ

たことから、結晶構造や粒子径といったマクロな性質が変化しないまま、よりミクロな原子配置など

の変化が起こっていることが示唆された。 
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